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平成 21 年 10 月 29 日 
各      位 

会 社 名    日本アビオニクス株式会社 
代表者名    代表取締役執行役員社長 鈴木  俊一 
             （コード番号 6946 東証第二部） 
問合せ先    経営企画本部経理部長   梅林日出男 
             （TEL  03－5436－0600） 
会 社 名    日本電気株式会社 
代表者名    代表取締役執行役員社長 矢 野  薫 
             （コード番号 6701） 

 
 
 

業 績 予 想 の修 正 に関 するお知 らせ  
 

 
 
  日本アビオニクス株式会社は、平成２１年５月１２日に公表した業績予想を下記のとおり修正 

いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

（単位：百万円、％） 
１．平成２２年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 
 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想 （Ａ） ２８，５００ ３９０ ７０ ０ ０．００

今回修正予想 （Ｂ） ２７，５００ ３９０ １５０ ７０ ２．４８

増減額 （Ｂ－Ａ） △１，０００ ０ ８０ ７０ ２．４８

増 減 率 △３．５ ０．０ １１４．３ － －

（ご参考）前期実績 

(平成 2１年 3 月期) 
２８，３９２ △３９３ △５５５ △１，６６８ △５９．０３

 

 

２．平成２２年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 
 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想 （Ａ） ２１，５００ １４０ △７０ △１００ △３．５３

今回修正予想 （Ｂ） ２０，８００ ２００ ２０ △７０ △２．４８

増減額 （Ｂ－Ａ） △７００ ６０ ９０ ３０ １．０５

増 減 率 △３．３ ４２．９ － － －

（ご参考）前期実績 

(平成 2１年 3 月期) 
２１，９２３ △９６ △４３ △１，０９０ △３８．５９
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３．修正の理由 

（１） 連結業績 

平成２２年３月期通期連結業績につきましては、売上高は、景気低迷を背景とする電子

機器製品の需要停滞により、前回予想から減少する見込みとなりました。 
損益に関しましては、売上高の減少に伴う粗利益の減少を補うため、役員報酬、従業員

給与等の人件費の減額や諸経費の徹底削減を継続して行っており、これにより営業利益は

前回予想値を確保し、経常利益および当期純利益は、これらの諸施策に加え、金融費用の

削減、雇用調整助成金収入の計上等により、それぞれ増加する見込みとなりました。 
 

（２） 個別業績 

平成２２年３月期通期個別業績につきましても、連結と同様の理由により修正するもの

であります。 
 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、 

実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 
 

以   上 


